
 

図 7.1.2-4  FP 挙動関連の研究の必要性、現状分析及び研究方針 

研究方針

シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動
研究専門委員会（長期継続の予定）

①廃炉計画への貢献
②SA解析コードの高度化、高信頼化

①
実験

③④
シミュレーション

②
実機測定

Phébus FPﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実験 => 実機事故
スケールアップの問題だけでなく、
基本的な知見欠如が露呈

従来知見の再整理と新たな課題の再整理
実機データ収集と事象の評価

問題の本質の洗い出し
新たな実験、解析の提案と実施

実機スケールでの事象の把握

廃炉計画への貢献

事故進展の熱流動過程評価
の高度化

FPの物理化学挙動評価
の高度化

水化学因子、熱水力因子、材料因子

SA解析コードの高度化、高信頼化

実機スケールの事象の定量的把握

FP挙動模擬実験

必要性

試験手段

・既存Phéus ＦＰプロジェクト関連データの活用
・FP挙動模擬実験付着
・ラジオリシス実験（照射下のFP挙動模擬実験）
・新しいin-pile実験（Post JMTR）の活用

実測ベース

・サンプリング水の核種分析
・建屋内線量率測定と汚染核種の同定
・サイト内外の環境中の核種分析
・廃棄物の核種分析

解析･評価ベース

福島第一原子力発電所廃炉対応
①事故時のFP挙動の解明
②福島第一原子力発電所事故時のFP挙動の実態解明

・汚染水処理 ・体内体外被曝量評価
・除染 ・廃棄物の弁別保管

深層防護レベル4（シビアアクシデント)対応
③事故時FP挙動解析コードの整備と標準化

・ 熱流動過程との一体化
④アクシデントマネージメントへの反映

・事故進展モード対応のサイト内蓄積量、放出量評価

現状分析

①事故時のFP挙動の解明： ・燃料からのFP放出の知見は豊富（ORIGENコード）
②福島第一原子力発電所事故時のFP挙動の実態解明：

・FPの汚染水あるいは環境への放出経路不明確
・Phébus FPプロジェクト実験、関連基礎実験の成果の有効活用が必要

③事故時FP挙動解析コードの整備と標準化： ・ 熱流動過程との一体化要
④アクシデントマネージメントへの反映： ・ サイト内蓄積量、放出量評価


